
























































第三次久留米市環境基本計画（概要）

○深刻化する環境課題（地球温暖化・海洋プラスチックごみ・生物多様性）
○環境・社会・経済の課題が密接に関連し、複雑化
○現計画策定後の国内外の情勢の変化（SDGs・パリ協定・地域循環共生圏）

環境問題を取り巻く情勢

めざす環境像

自然と人間とが共生し、持続的な発展が可能な都市・久留米

「自然と人間との共生」とは
・豊かな自然環境と多様な生態系が地域社会全体で大切に守り育てられている
・清潔感にあふれた生活環境の中で快適に暮らしている

「持続的な発展が可能な都市」とは
・社会経済システムのあらゆる局面に環境配慮が織り込まれている
・環境への負荷を最小限にとどめ、健全な物質・生命の循環が実現されながら、経済・社会が発展していく都市

めざす環境像を実現するためのまちの姿

市民や事業者などすべての主体が高い環境意識を持ち、
自ら取り組み、連帯して行動するまち（環境先進都市）

本市の課題

○集中豪雨による浸水被害の発生など、気候変動による影響といった環境面での課題
○少子高齢化などの社会面での課題やエネルギー代金の市外流出などの経済面での課題
○海洋プラスチックごみ問題など新たに顕在化した課題 ○市民・事業者との協働のさらなる推進

自然共生社会の構築 快適な生活環境の保全脱炭素社会の構築 循環型社会の構築

脱プラスチックへのチャレンジ
プラスチックフリー＆クリーン運動

“海洋プラスチックごみによる
新たな汚染を2050年度までにゼロ“

・使い捨てプラスチック製品の利用削減の推進
・使用済みプラスチックの分別とリサイクルの徹底

久留米版エネルギー循環モデルへのトライ

“市域から排出される二酸化炭素を
2050年度までに実質ゼロ“

・ZEH,ZEBの推進
・エネルギーの地産地消モデルの構築

学び・協働・交流のプラットフォームづくり

“市民・事業者の自発的・積極的な
環境配慮行動の浸透“

・学びを通じて互いに交流ができるプラットフォームの構築

基本目標を分野横断的に推進するもの、また、特に国際社会との協調が求められ、その解決に向けて早急な取り組みが必要なものを設定

・健康で安全な生活環境の保全
・みどり豊かで美しい都市環境の形成

・生物多様性の保全
・自然環境の持続的な利用

協働による持続可能な地域社会づくり

・2R（発生抑制・再使用）＋R（再資源化）の推進
・ごみの適正処理
・安定的なごみ処理施設の運営・整備

・再生可能エネルギーの利用及び蓄エネの普及
・省エネルギーの普及
・環境負荷が小さい都市への転換

・環境学習及び環境教育の推進 ・環境啓発の推進・環境意識の共有 ・協働による環境配慮活動の促進

基本
目標

重点
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SDGs
の達成

参考資料２


